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令和５年第３回鬼北町議会定例会 

                         令和５年９月２１日（木曜日） 

 

○議事日程 

 令和５年９月２１日午前９時開議 

 日 程 第 １ 会議録署名議員の指名 

 日 程 第 ２ 諸般の報告 

 日 程 第 ３ 議案第６２号 令和４年度鬼北町一般会計決算の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第６３号 令和４年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ５ 議案第６４号 令和４年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につ 

              いて 

 日 程 第 ６ 議案第６５号 令和４年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認 

              定について 

 日 程 第 ７ 議案第６６号 令和４年度鬼北町公共浄化槽等整備推進事業特別会計決 

              算の認定について 

 日 程 第 ８ 議案第６７号 令和４年度鬼北町農業集落排水事業特別会計決算の認定 

              について 

 日 程 第 ９ 議案第６８号 令和４年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定について 

 日程第１０ 議案第６９号 令和４年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の認 

              定について 

 日程第１１ 議案第７０号 令和４年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金の 

              処分について 

 日程第１２ 議案第７１号 令和４年度鬼北町病院事業会計決算の認定について 

 日程第１３        議員の派遣について 

 日程第１４        総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件に 

              ついて 

 日程第１５        厚生文教常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第１６        予算常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 

 日程第１７        議会広報常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第１８        議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について 
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○本日の会議に付した事件 

 日 程 第 ３ 議案第６２号 令和４年度鬼北町一般会計決算の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第６３号 令和４年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ５ 議案第６４号 令和４年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につ 

              いて 

 日 程 第 ６ 議案第６５号 令和４年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認 

              定について 

 日 程 第 ７ 議案第６６号 令和４年度鬼北町公共浄化槽等整備推進事業特別会計決 

              算の認定について 

 日 程 第 ８ 議案第６７号 令和４年度鬼北町農業集落排水事業特別会計決算の認定 

              について 

 日 程 第 ９ 議案第６８号 令和４年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定について 

 日程第１０ 議案第６９号 令和４年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の認 

              定について 

 日程第１１ 議案第７０号 令和４年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金の 

              処分について 

 日程第１２ 議案第７１号 令和４年度鬼北町病院事業会計決算の認定について 

 日程第１３        議員の派遣について 

 日程第１４        総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件に 

              ついて 

 日程第１５        厚生文教常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第１６        予算常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 

 日程第１７        議会広報常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第１８        議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について 

 

○出席議員（１２名） 

    １番 坂 本 一 仁      ２番 兵 頭   稔 

    ３番 髙 橋 聖 子      ４番 中 山 定 則 

    ５番 山 本 博 士      ６番 赤 松 俊 二 
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    ７番 松 下 純 次      ８番 芝   照 雄 

    ９番 福 原 良 夫     １０番 松 浦   司 

   １１番 末 廣   啓     １２番 程 内   覺 

 

○欠席議員（０名） 

 

○議会事務局 

 議 会 事 務 局 長 都   浩 明   書 記 伊 藤 夏 美 

 

○説明のため出席した者 

 町 長 兵 頭 誠 亀   副 町 長 井 上 建 司 

 企画振興課長補佐 中 川 博 之   総 務 財 政 課 長 水 野 博 光 

 危 機 管 理 課 長 芝   達 雄   町 民 生 活 課 長 善 家 直 邦 

 保 健 介 護 課 長 那 須 周 造   環 境 保 全 課 長 森     明 

 農 林 課 長 奥 藤 幸 利   森 林 対 策 室 長 東   英 範 

 建 設 課 長 上 田   司   水 道 課 長 上 田   司 

 日 吉 支 所 長 山 本 雄 大   会 計 管 理 者 古 谷 忠 志 

 教 育 長 行 定 洋 嗣   教 育 課 長 谷 口 浩 司 

 農業委員会会長 谷 口 雄 記   農業委員会事務局長 奥 藤 幸 利 

 代 表 監 査 委 員 田 中 清 志 
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○副議長（末廣 啓君） 

  起立。 

  礼。 

○議長（程内 覺君） 

  皆さん、改めまして、おはようございます。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

午前９時００分 開議 

 

○議長（程内 覺君） 

  本日の議事日程は、別紙議事日程のとおりです。 

  このとおり議事を進めたいと考えますので、各位の御協力をお願いいたします。 

 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、鬼北町議会会議規則第１２７条の規定により、３番、髙

橋聖子議員、４番、中山定則議員、以上の両議員を指名します。 

 

  日程第２、諸般の報告を行います。 

  地方自治法第１２１条第１項の規定により、本日の会議事件説明のため、出席を求

めている者を報告します。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長、監査委員。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長を通じ、副町長、会計管理者、支所長、

各課長等の出席を求めております。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

  日程第３、議案第６２号、令和４年度鬼北町一般会計決算の認定についてを議題と

します。 

  質疑はありませんか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  決算書附属書類の中で、町債の分をちょっとお聞きしたいんですが、３年度末と比

較して２１億１,６００万円プラスとなっています。１年に償還する金額は、大体９

億３,０００万程度なので、このまま行きますとかなり金額は多くなっているように
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思います。 

  それと、今年度、町債を見ますと２３億２,４００万、これも返す予定が９億８,４

００万しかありませんので、また１３億４,０００万ぐらい町債が増えると思います

が、その辺をどう考えるか伺います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  私のほうから、前の議会でも答弁をさせていただきましたけども、１つの家でも家

を建て替えるときとか、倉庫をやり替えるときとかというようなものについては、一

時的にはやはり借入金は増えるというのはあろうかと思います。 

  鬼北町においても一番の大きい建物の１つであります中学校の改築、あるいは保育

所の改築という分について、現在それをしているわけですから、その分については、

御理解をいただかねばならないと私は思っておりますけども、いかがでしょうか、よ

ろしくお願いいたします。 

○２番（兵頭 稔君） 

  それはよう分かるんですが、２年から比べてますと、平成２年は３８２億７,００

０万ですか、それと比べて、４年度は１００億と、多分５年度は１１３億ぐらいにな

るんじゃないかなと思うんです。金利の支払いを見てみますと、１,６８０万ぐらい

の金利を去年払っていると思うんですが、これ金利については何％ぐらいの金利で支

払っているか教えていただきたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長が答弁をいたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  金利につきまして、１件１件の金利についてちょっと今手元に資料を持っていない

んですが、財政資金、国のほうの財務省から借りる分については、もう決まった金利

となりまして、民間から借りる金利につきましては、それぞれ見積りを取って金利の

一番安い金融機関から借りることとしております。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  兵頭議員、了承ですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 
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○２番（兵頭 稔君） 

  大丈夫です。 

○議長（程内 覺君） 

  いいですか。 

  ほか、質疑はありませんか。 

○４番（中山定則君） 

  鬼北町歳入歳出決算書の２２ページ、１３款、１項、１目、４節の収入未済額１０

万９,３５４円。それと、収入未済額について、５０ページ、中ほどで１８款、２項、

８目、１節、森林環境、この分の収入未済額５８０万。それと、５４ページ、２０款、

５項、１目、８節の収入未済額６,９１０万７,０００円。以上、収入未済額になった

理由について説明をお願いします。 

  それと、続いて、歳出のほうで、歳出については、不用額について質問します。 

  それで多いんですけど、７６ページ、２款、１項、６目、７節の報償金１１９万４

０円の不用額。それと、７８ページ、２款、１項、６目、１８節の１,０６７万４,７

１１円の不用額と、これについては、備考の２つ目にある県市町ＤＸ推進会議共同事

業負担金として３０７万４,１７２円が支出されていますが、この負担金の内容、共

同事業、共同で県市町が事業をしたのか、この負担金の３０７万４,１７２円の内容

も含めてお願いをします。 

  それと９８ページ、２款、４項、３目、１２節、委託料、不用額が１８１万２,８

００円。同じページで４目の１２節の委託料、不用額が１７０万２,８００円。次の

次のページ、１００ページで２款、４項、５目、１２節、委託料の不用額１５２万９,

０００円。この委託料それぞれ１００万を超える不用額が残っているんですが、説明

をお願いします。 

  それと、１０４ページ、３款、１項、１目、１８節の不用額が２,２９１万８,１５

０円、これについて住民税非課税世帯等臨時特別給付金の関係だろうかと思うんです

が、かなりの額の不用額になっております。続いて、１１４ページ、３款、２項、１

目、１８節、不用額が２４６万５,０００円。続いて、１１６ページ、３款、２項、

２目、１２節、委託料の不用額が１,１５８万１,０６７円。 

  以上、歳出の不用額について説明をお願いします。 

  それと、資料の３７６ページ、財産の物品の異動が出ているんですが、その中で、

３７６ページ、防犯カメラシステム、２つ増。卓上小型券売機１つ増。それと最後の

物置２つ増。この保管場所というか、設置場所について説明をお願いします。 
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  それと、監査委員のほうから提出がある鬼北町歳入歳出決算審査意見書。 

○議長（程内 覺君） 

  中山議員、質問が多岐にわたり、今１１件か１２件ぐらいありますので、取りあえ

ずここで答弁を求めてから、その後に再質問していただいてよろしいですか。 

○４番（中山定則君） 

  はい。それじゃ、まだあと２つある。 

○議長（程内 覺君） 

  取りあえず今質問された事項について答弁をいただいて、その後、また質問をして

ください。 

○４番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  答弁。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  ２２ページの賑わい創出の分が企画振興課、中川課長補佐、それから、５０ページ

の１８款、２項、８目、森林環境譲与税の取り崩しに係る分を東室長、それから、５

４ページ、情報通信機器基盤整備の部分については芝危機管理課長。 

  次、歳出にわたりまして、２款、１項、６目の分の不用額の部分について、中川企

画振興課長補佐、次のページのＤＸの部分を含めまして中川企画振興課長補佐、３款、

１項部分につきましては善家町民課長が、前後しますけども、２款、４項の選挙関係

につきましては、水野総務財政課長が、附属資料の部分につきましては、古谷会計管

理者がそれぞれ答弁をいたします。 

○企画振興課長補佐（中川博之君） 

  それでは、まず、はじめの質問の１３款、１項、１目、４節の近永駅賑わい創出事

業費の使用料の収入未済額について御説明申し上げます。 

  １０万９,３５４円の未収金が上がっておりますが、これにつきましては、サテラ

イトオフィスの未収金でございます。昨年の１２月から入居していた企業があるわけ

なんですけど、残念ながら滞納を生じてしまったという状況であります。未収金では

上がっておりますが、その後、徴収に努めまして、現在のところは、これから４万円

の入金がございまして、６万９,３５４円の過年度分の未収額となっております。 

  今後につきましても、未収金がないように徴収のほうを努めてまいりたいと思いま

す。御理解のほどをよろしくお願いいたします。 
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○森林対策室長（東 英範君） 

  それでは、ただいまの質問、５０ページになります。１８款、２項、８目、森林環

境譲与税の収入未済額についてでありますが、５８０万につきましては、北宇和高校

教育寮の事業繰越になっておりますので、そちらに充てる部分が収入未済額となって

いるというところであります。 

  以上です。 

○危機管理課長（芝 達雄君） 

  私のほうからは、５４ページの２０款、５項、１目、８節の情報通信基盤整備事業

負担金の収入未済額６,９１０万７,０００円について御説明をいたします。 

  その前に、決算書の８６ページをお開きください。 

  こちらの２款、１項、１３目の事業費が、翌年度繰越としてそれぞれ委託料、それ

から工事請負費を計上しております。これについては、３年度、４年度のＧＥ－ＰＯ

Ｎ、いわゆる光通信系の機器の更新工事に係る事業費を繰り越したことにより、松野

町負担分が繰越しとなったため、不用額が生じたものです。 

  以上です。 

○企画振興課長補佐（中川博之君） 

  続きまして、決算書７６ページの２款、１項、６目、７節の報償費の不用額につい

て御説明申し上げます。 

  これにつきましては、主なものとしましては、ふるさと納税事業費の商品となって

おります。ふるさと納税の返戻品に係る費用が見込みより少なくなったために不用額

が生じたということでございます。 

  続きまして、７８ページの県市町ＤＸ推進会議共同事業負担金についてなんですが、

これにつきましては、国の地方創生交付金を活用しまして、国県町の連携事業として

ＤＸの推進を行っております。 

  内容としましては、ＩＴ人材の育成であるとか、講習会、そういった費用になって

おります。実施主体は、県となっておりまして、それに対して各県内の市町が負担金

をお支払いするということで、この３０７万４,１７２円については、県から鬼北町

への請求額ということになっております。 

  この負担金の不用額１,０６７万４,７１１円につきましては、主なものとしまして

は、空き家活用移住支援事業費補助金、これが１６６万１,０００円の不用額が出て

おります。 

  それと、定住促進空き家リフォーム等補助金、これにつきましても、見込みより件
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数が少なかったということで、２１１万３,０００円の不用額が出ております。 

  それと、プレミアム商品券につきましては、これについても不用額が出ておりまし

て、この分が４５２万４,０００円の不用額ということになっております。不用額の

主な内容については、以上です。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  ２款、４項、３目、それから２款、４項、４目及び２款、４項、５目、選挙関係の

委託料の不用額について御説明をいたします。 

  ポスター掲示板につきまして、当初掲示板の作製だけではなく、設置、管理、廃棄

等を合わせて委託を計画しておりましたが、執行経費基準額を超過することが判明し

たために、従来どおり、掲示板の作製のみの委託としたために不要となったものでご

ざいます。 

  以上です。 

○町民生活課長（善家直邦君） 

  それでは、３款、１項、１目、１８節、こちらの不用額について御説明をいたしま

す。 

  こちらの分につきましては、非課税世帯に給付しておりました住民税非課税世帯等

臨時特別給付金、こちらの算定の中で課税者の扶養世帯である数ですとか、転入者の

世帯など、対象世帯であるか未確定の世帯を過大に給付金を見積もっていたことによ

る不用額及び住民税非課税世帯等臨時特別給付金の家計急変世帯、そういった世帯を

一定数見込んでおりましたが、申請がなかったことによる不用額でございます。 

  続きまして、３款、２項、１目、１８節、こちらの不用額につきましては、近永地

区を除く子育て地域に対して企画振興課の対象事業となります空き家活用移住支援事

業費補助金、それから定住促進空き家リフォーム等補助金、そちらの事業に対しまし

て、近永地区を除く子育て世帯に対する申請が、該当がありませんでしたので、そち

らの予算化しておりました１００万円ずつの２件分、２００万円が主な不用額となっ

た理由でございます。 

  続きまして、３款、２項、２目、１２節、こちらの不用額につきましては、まず、

旧小松保育所の整備計画を見直しすることに伴いまして、令和４年度に設計業務を中

止したことによる不用額、及びこちらは統合保育所、きほくの里保育園のボックスカ

ルバート工事が必要ということでありまして、延長が３０１メートルの設計としてボ

ックスカルバートを埋めるという計画としておりましたが、最終的には保育所部分か

ら川までの排水までのボックスカルバート、延長が１３３メートルになったことによ
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る不用額、及び調理業務の委託、こちらはコロナ感染症等により保育所での調理業務

が困難となった場合に外部に委託するため、計上していたものですが、こちらが不要

となったため、それらの合計でございます。 

  以上です。 

○会計管理者（古谷忠志君） 

  私のほうからは、備品の関係の御説明をしたいと思います。 

  ３７６ページ、防犯カメラシステムにつきましては、農林課関係の供用場所が三角

ぼうし、それからもう１台が、町民生活課関係で、きほくの里保育園にある分でござ

います。 

  卓上小型券売機、鬼王丸特殊スーツ物置につきましては、企画振興課の関係で卓上

券売機につきましては、高月温泉、物置につきましては、でちこんか倉庫であります

けれども、下の三つの備品につきましては、大変申し訳ないんですけれども、今まで

計上されていなかったということで、今年度新たに付け加えさせていただいたという

形になっております。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  中山議員、今質問された件については、それぞれ答弁をいただいたと思いますが、

質問はありますか。 

○４番（中山定則君） 

  ５０ページの森林環境譲与税というか、森林環境譲与税基金繰入金の５８０万の収

入未済額、これ９７０万調定額があって、収入未済額３９０万で基金とりくずし、そ

して残ったのは、収入未済額５８０万ということなんですが、このお金は入って、繰

り越しているんですよね。その辺ちょっと説明をお願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  東室長が申し上げましたように、北宇和高校の寮の建設を繰り越しておりますので、

その財源として繰り越しております。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  よろしいですか。 

○４番（中山定則君） 

  全体にわたって１０件ほど不用額について、３月まで持っておかなければならない

ものについては、あれなんですが、３月補正等で整理ができなかったのか、その辺ど
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うなのかについて、全体にわたって不用額について説明をお願いいたします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  議員御指摘のとおり、極力３月補正で整理ということが大前提ではありますけども、

政策的な予算として２月、３月に申請があるかもしれないというようなものについて

は、どうしても町民の方々のサービス提供として最後まで持っておきましょうという

ふうなところは、査定でも話し合ったところでございます。それ以外の部分について

は、御指摘のとおりでありまして、以後も十分気をつけてまいりたいと思いますので、

御了解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  了承ですか。 

○４番（中山定則君） 

  はい。 

  長くなって申し訳ないんですが、次に、監査委員のほうから提出のあった決算審査

意見書の７ページ、第８表、町営住宅使用料の収納状況のところで、令和４年度の収

入未済額が３７９万１,８１０円で、対前年度比が４.４４％の増になっていますが、

これ件数なんですが、現年分と過年度分の件数、それと、滞納整理の状況について説

明をお願いします。 

  それと、８ページ、第１０表の時間外勤務手当の状況なんですが、令和４年度につ

いては、コロナ禍であったわけなんですが、コロナ禍であったために、逆に事務量が

増えて残業が必要になったのか、残業が増えた要因について説明をお願いしたいのと、

１３４人、正職員についてですよね、これ。１３４人といったら残業ゼロということ

はないにしても、恒常的な残業をしている職員で、例えば月５０時間とかそういう職

員はいるのかどうか。 

  それと、時間外勤務時間の減少に向けての現在取り組んでいる取組について、ノー

残業デーとか、あるいは課を超えての協力体制とかそういう部分ができているのか、

以上質問いたします。 

○議長（程内 覺君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  ただいまの７ページの部分、住宅の使用料の部分については建設課長が、それから

時間外勤務手当、職員の状況につきましては総務財政課長が答弁をいたします。 
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○建設課長（上田 司君） 

  休憩を求めます。 

○議長（程内 覺君） 

  ここで、しばらく休憩します。 

  再開を９時４５分とします。 

休憩 午前 ９時３２分 

                           

再開 午前 ９時４５分 

○議長（程内 覺君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

○建設課長（上田 司君） 

  ただいまの中山議員の御質問でございますが、町営住宅の使用料につきまして答弁

させていただきます。 

  過年度分滞納額につきましては、２６２万８,８１０円、２５２件、１２人分とな

っております。また、現年度滞納分につきましては、１１６万３,０００円、８２件、

１５人分となっております。 

  滞納整理の現状につきましては、基本的に電話連絡、そして文書の送付、また戸別

訪問により徴収を続けておりますが、去年度におきましては、職員、担当係長におい

て関西方面に滞納整理に出向いております。なかなか住宅を出られた方等の徴収には、

徴収金額が減っておりませんが、現在住まわれておる方には、引き続き電話連絡、戸

別訪問によって徴収を続けてまいりたいと思います。 

  以上です。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  それでは、８ページの時間外の関係の御質問についてお答えいたします。 

  時間外勤務の時間数が増えておるがというお話であったんですが、４年分につきま

しては、県知事選挙、それから参議院選挙、それから年度またぎになりましたが、県

議会議員選挙の選挙がありましたために時間外が増えております。また、コロナ交付

金の関係で各種事業を増やしましたので、各課ともに増えておるのと、ペットフード

関係で森林対策室辺りも増えております。また、マイナンバー関係の事務でも増加を

しておるところでございます。 

  それから、５０時間、６０時間と多い人もあるのかという話でしたが、選挙担当者
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とかであれば、時期的にそれを超えているような担当者はおるところであります。 

  それから、時間外の減少、削減についてでありますけれども、現在水曜日と金曜日

をノー残業デーとしております。 

  議員御指摘の課をまたいだりとかいうことについては、現在のところ、まだ実施を

しておりませんので、今後検討をしていきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（程内 覺君） 

  中山議員、了承ですか。 

○４番（中山定則君） 

  町営住宅の使用料の件なんですが、過年度分の関係が１２人、現年度分は１５人と

いうことなんですが、出られた方については、関西方面まで出向いたということなん

ですが、年々これ増えている状況なんですが、それについては、新たな方が滞納にな

ったのか、その辺について、令和２年度からの状況がここに出ているんですが、増え

ている状況について、増えた件について再度質問いたします。 

  それと、時間外のところで、ちょっと答弁の分からなかったところがあるんですが、

恒常的な残業、選挙の関係で臨時にというのは分かるんですが、恒常的に残業してい

る５０時間、６０時間という職員は何名かいるのかどうかについて、これについて再

度質問いたします。 

  それと、前のことになって申し訳ないんですが、不用額の説明をお願いしたところ

の７８ページの県市町ＤＸ推進会議共同事業負担金、これ鬼北町において３０７万円

ほどあるわけなんですが、２０市町合わすと、いろいろ６,０００万円とかそれ以上

の金額がこの推進会議のほうにお金が入るわけなんですが、それで推進会議でどうい

う事業、先ほどあったのですが、ＩＴ人材の講習会、それだけで何千万も使うことは

多分ないと思うんですが、どういう事業を展開されているのか。そして、鬼北町とし

て負担金を払っているわけなんですが、払った以上の利点があるというか、どんなも

のなのか、効果が出ているのかについて、鬼北町としてどう判断されているのかにつ

いて再度質問します。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  建設課長、それから総務財政課長、それから企画振興課長補佐がそれぞれ答弁をい

たします。 

○建設課長（上田 司君） 

  ただいまの御質問でございますが、令和２年度から年度ごとに現年度分が滞納が増



－148－ 

えております。先ほどの議員の御質問にもございましたが、原因といたしましては、

２年度から、過年度からの固定された利用者プラス新たな滞納者、使用料をお支払い

できなくなった御家庭が若干増えていると思われます。 

  以上です。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  恒常的に時間外をしている職員はいるのかという御質問だったかと思うんですが、

事業の進捗によりまして、入札であるとか、契約が整うまでの間、残業が続くと、３

か月、４か月続いておる職員はおりますが、年がら年中通してという職員はいないと

いうふうに把握をしております。 

○企画振興課長補佐（中川博之君） 

  それでは、７８ページの県市町ＤＸ推進会議共同事業負担金の主要な事業について

説明を申し上げます。 

  先ほども申し上げましたが、県のほうでは、愛媛県市町ＤＸ推進会議を設置し、事

業計画を定めております。主な事業としましては、具体的事業としまして、３つ掲げ

ておりまして、１つ目が、県市町ＤＸ推進体制構築等支援事業というものがあります。

これは県市町のＤＸ推進統括責任者の設置であるとか、あと市町幹部職員、ＤＸ推進

担当職員向けの研修会を実施しております。あとチーム愛媛のＤＸに関する総合支援

ということで、相談窓口を設置されております。 

  ２つ目に、高度デジタル人材シェアリング事業というのがございまして、これにつ

きましては、市町ＤＸコーディネーターの配置、また市町ＤＸサポートセンターの運

営等を行っております。 

  次に、３つ目としまして、デジタルデマンド対策事業ということで、フォローアッ

プ型スマホ教室の開催、デジタル活用サポートセンターの設置・運営、あと地域コミ

ュニティのデジタル化の支援ということを実施しております。 

  特に、本庁のほうでは、フォローアップ型スマホ教室の開催ということで、昨年度

近永、好藤のほうでスマホ教室を実施しております。 

  大変事業費の大きい事業ではございますが、愛媛県としましても、誰一人取り残さ

ない人に優しいデジタル化の実現を目指して取り組まれております。当町にとりまし

ても、やはりまだまだＤＸの推進ということは、職員、住民もまだ意識が低いわけな

んですが、今後この事業を継続しまして、意識の啓発を図っていきたいというふうに

考えております。 

  以上です。 
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○議長（程内 覺君） 

  いいですか。 

○４番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第６２号、令和４年度鬼北町一般会計決算の認定についてを採決しま

す。 

  本決算は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６２号は原案のとおり認定されました。 

 

  日程第４、議案第６３号、令和４年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定について

を議題とします。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 
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  これから議案第６３号、令和４年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定についてを

採決します。 

  本決算は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６３号は原案のとおり認定されました。 

 

  日程第５、議案第６４号、令和４年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につ

いてを議題とします。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第６４号、令和４年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につい

てを採決します。 

  本決算は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６４号は原案のとおり認定されました。 

 

  日程第６、議案第６５号、令和４年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認

定についてを議題とします。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 
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  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第６５号、令和４年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認定

についてを採決します。 

  本決算は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６５号は原案のとおり認定されました。 

 

  日程第７、議案第６６号、令和４年度鬼北町公共浄化槽等整備推進事業特別会計決

算の認定についてを議題とします。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第６６号、令和４年度鬼北町公共浄化槽等整備推進事業特別会計決算

の認定についてを採決します。 

  本決算は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６６号は原案のとおり認定されました。 
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  日程第８、議案第６７号、令和４年度鬼北町農業集落排水事業特別会計決算の認定

についてを議題とします。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第６７号、令和４年度鬼北町農業集落排水事業特別会計決算の認定に

ついてを採決します。 

  本決算は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６７号は原案のとおり認定されました。 

 

  日程第９、議案第６８号、令和４年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定について

を議題とします。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第６８号、令和４年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定についてを
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採決します。 

  本決算は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。゛ 

  したがって、議案第６８号は原案のとおり認定されました。 

 

  日程第１０、議案第６９号、令和４年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の

認定についてを議題とします。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第６９号、令和４年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の認定

についてを採決します。 

  本決算は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６９号は原案のとおり認定されました。 

 

  日程第１１、議案第７０号、令和４年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金

の処分についてを議題とします。 

  質疑はありませんか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  ６ページの鬼北町水道事業損益計算書の中で、前年度繰越剰余金１億１,３４８万

円何がしかになっていますが、これのちょっと計算方を教えていただけたらと思いま
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す。 

  それと、処分済利益剰余金９,２３６万２,０００円の分なんですが、この処分利益

剰余金というのは、私、考え方をちょっと言いますけど、株式会社で言うと、このお

金に対しては、株主に配当金として払うお金じゃないかなと思いますので、１０ペー

ジの水道事業剰余金処分計算書（案）の中で、自己資本金へ組み入れとなっています

が、これは利益積立金の積立てに充てるわけにはいかないのか教えていただきます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁をいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  ただいまの兵頭議員の御質問でございますが、繰越利益剰余金につきましては、先

ほど質問にもありましたように、剰余金利益計算書等で計算した後の処分した額が、

３年度分の額となりまして、３年度分が前年度の繰越利益剰余金ということで、４年

度のほうに計上をされております。 

  続きまして、処分済利益剰余金の９,２３６万２,９６８円につきましては、１０ペ

ージの未処分利益剰余金、自己資本への組み入れということで、これにつきましては、

減債積立てからの補填財源２,０００万円、建設改良積立金からの補填財源６,０００

万円、なおかつ利益剰余金、それでも足りませんので、残りの額につきまして利益剰

余金のほうから補填いたしました額が、合計で９,２３６万２,９６８円となっており

まして、これはあくまでも公営企業会計の会計に基づいて処理をしておりますので、

議員申されたように、株式会社を例えて考えられますとつじつまが合いませんので、

その辺は御了解いただけたらと思います。 

○２番（兵頭 稔君） 

  その案でいきますと、自己資本で組み入れていることになっていますが、この前の

監査の結果で見ますと、自己資本比率というのは６４.２６％になっとるんですよね。

流動比率が百四十何％かな、となって、今年度は前受金があるので、流動比率が１４

０％ぐらいになっとるんですけど、来年度はあるかどうか分からないので、この処分

済利益剰余金９,０００万を積立金に充てて、それを流動資産として置くことはでき

ないんでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁をいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  ただいまの兵頭議員の御質問でございますが、そういう会計はできません。 
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  以上です。 

○２番（兵頭 稔君） 

  何でできないんでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁をいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  先ほど申し上げましたように、水道事業会計は、公営企業法に基づきます公営企業

会計に準じて処理を行っております。この処理につきましては、担当職員、私も含め

まして、この水道の事業のシステムを管理しておりますぎょうせいさんのほうとも連

携して決算書等を作っております。 

  議員の申されました、自己資本金をどうのこうのというお話がございましたが、残

念ながら、今の公営企業会計では、そういう処理はできませんので御理解いただけた

らと思います。 

○議長（程内 覺君） 

  どうぞ。 

○２番（兵頭 稔君） 

  別の件でいいですか。 

○議長（程内 覺君） 

  はい。 

○２番（兵頭 稔君） 

  ２０ページ、企業債の明細なんですが、１億６,０００万ぐらいだと思うんですが、

４年度に借りたお金が。広見から始まって西野々までの分です。４年度の会計予算で

いきますと、最終的に３億３,３５０万円の企業債を借りますというふうに補正予算

で出されとるんですが、その差はどういうふうに見たらよろしいですか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁をいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  申し訳ございません。もう一度、御質問を繰り返していただけませんでしょうか、

申し訳ございません。 

○２番（兵頭 稔君） 

  ２０ページの企業債の明細書です。平成５年３月２７日付で、広見が１億円、西

野々が１,９８０万、三島が２,５９０万、それから西野々が１,９８０万、これ合計



－156－ 

してもこの予定の３億３,３５０万にはならないんですが、この４年度の補正予算

（第３号）の中で、水道会計の中の企業債の借入れが計算が合わないんですけど。 

○水道課長（上田 司君） 

  すみません。４年度の補正の借入れにつきましては、４年度の借入額でございまし

て、今議員が申されました５年度の３月の分につきましては、もう既に発行された企

業債でございますので。 

○２番（兵頭 稔君） 

  ５年の３月２７日といったら４年度じゃないんですか。 

○水道課長（上田 司君） 

  これは４年度の分になります。４年度に発行された分になります。 

○２番（兵頭 稔君） 

  これも４年度ですか。 

○議長（程内 覺君） 

  兵頭議員、直接ではなしに、議長を通じて質問してください。 

○２番（兵頭 稔君） 

  これ水道事業会計補正予算（第３号）、令和４年度とこれ書いてあるんですけど、

これは関係ないんでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  ５ページの企業債の発行のところに予算額は３億３,３５０万と書いておりますけ

ども、そのうち、決算は１億６,６２０万であると。残りの部分については、１億２,

６６０万は、翌年度に繰り越すということで、５年度のほうに借入れをするというこ

とになりますから、決算としては、先ほど水道課長が申し上げました金額になると、

その差額であります。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  了解ですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  同じ質問ですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  ちょっと違います。 
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○議長（程内 覺君） 

  違いますか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  返済のほうなんですが、大体企業債というのは、２０年から３０年というふうに聞

いとったんですが、この４年度に借りた１億六千何がしかは、令和６年３月２５日に

終わりますというふうに書いてあるんですが、これはどういうふうに解釈したらよろ

しいんでしょうか。 

○議長（程内 覺君） 

  答弁できますか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  この分がですね、起債の許可というのは、令和４年度に実施した分と、それから令

和５年度に繰り越した分というものを一緒に実際には事業が終わりましたということ

でお金を貸してくださいということで借りると、そのうちの部分、これは決算の部分

なんですけども、それを年度が変わったときに、借換えという作業をするんですよ。

だから、この令和６年３月というのは、令和５年度中には借換えをしてという期限を

３月２５日に設定しとるということで御理解いただきたいと思います。 

○２番（兵頭 稔君） 

  令和３年度の決算書を持っとるんですが、令和３年度の３月に借りた分については、

令和１６年に返還が終わりますと書いてあるんですよ。それとこれとどう違うんか、

ちょっと説明をお願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  令和４年３月２５日、令和３年度の分については、これは本借りということですね。

今ほど申し上げました、全体の事業として１,５３０万を借りましたということで、

これが過疎債を借りとりますから、１２年後の令和１６年３月、令和１５年度の末に

お支払いは完了しますという、ここが提示であります。その違いがございます。 

  来年度の決算には、令和４年度に借りました決算上の部分、３億３,５００万のう

ちの決算額１億６,６００万の分が、企業債であれば２０年後の部分として出てくる

だろうというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  兵頭議員、質問が３回になりますので、よろしいですか。 

○２番（兵頭 稔君） 
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  分かりました。はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  反対で行きます。 

  先ほど言いましたように、自己資本比率もできていますし、流動比率がまだ未定な

ので、やっぱり貯金にするというのが理想じゃないかなと思います。 

  それと、今年度の水道事業会計の現金のほうのお金を見ますと、３億幾らあるんで

すけど、そんな金もありますので、どうしても流動資金のほうへ回していただいて、

自己資本金のほうへ組み入れはやめていただきたいと思います。反対です。 

○議長（程内 覺君） 

  賛成の討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  ほかに討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第７０号、令和４年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金の処

分についてを採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本決算は、原案のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起 立 多 数） 

○議長（程内 覺君） 

  起立多数です。 

  したがって、議案第７０号は原案のとおり認定することに決定されました。 
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  日程第１２、議案第７１号、令和４年度鬼北町病院事業会計決算の認定についてを

議題とします。 

  質疑はありませんか。 

○８番（芝 照雄君） 

  ５ページの損益計算書の中で、８番の特別損失、その中の（１）の過年度損失修正

損千五百三十何万、これの内訳と前年度の比較のほうを提示していただきたいと思い

ます。 

  それと、１５ページ、１款、１項、２目、経費の中の９番の委託料三千幾らの、こ

れの内訳を教えていただきたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  那須保険介護課長が答弁をいたします。 

○保健介護課長（那須周造君） 

  休憩をお願いします。 

○議長（程内 覺君） 

  ここで、しばらく休憩します。 

  再開を１０時３０分とします。 

休憩 午前１０時１７分 

                           

再開 午前１０時３０分 

○議長（程内 覺君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  那須保健介護課長が答弁をいたします。 

○保健介護課長（那須周造君） 

  ただいまの質問のまず１点目の５ページの過年度損益修正損についてお答えをいた

します。 

  今年度修正損が１,５３０万７,６７９円となっております。前年度については、２

０６万７,６６２円ということで、今年度１,３２４万１７円の増となっている現状で

ございます。その内訳につきましては、まず、はじめに、この令和３年度に計上した

未収金よりも収入が少ない場合に過年度損益修正損として当年度の決算に計上をする

ことになっております。その内訳につきましては、入院費で９０４万７,０６２円、
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そして外来のほうで６１３万６,０７８円という内訳になっております。 

  何でこれほど金額が大きくなったかということにつきましては、令和３年度の決算

時の未収金の計上の折において、入院と外来の未収金も二重に計上していた箇所があ

ったということを確認いたしております。そういうこともありまして、本来であれば、

今年度これほど大きな金額でなければ、黒字、利益が出とったということも考えられ

ますけど、そういったことも勘案いたしまして、今後におきましては、決算時におけ

る未収金の計上の仕方について、十分に留意をして、そういった二重計上等の誤りが

ないように注意をしたところでございますので、御理解をいただきたいと思います。 

  続きまして、１５ページの１款、１項、２目の委託料の内訳でございますが、この

内訳につきましては、収益管理委託料が２,９５４万５,４６４円でございます。もう

一つが、特殊建物建築物委託料４９万円となっております。この特殊建物委託料につ

きましては、建築基準法の第１２条第１項により、３階以上の階を有する病院は、毎

年防火設備の定期報告を県に提出する必要があるために計上をいたしております。 

  以上、簡単ですが答弁とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○８番（芝 照雄君） 

  今ほど答弁いただいた収益管理委託料とは、どういう管理委託料になるんですか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  那須保健介護課長が答弁をいたします。 

○保健介護課長（那須周造君） 

  これは病院のほうで、レセプトとか、そういったものの請求をする等において収益

を管理するという目的の委託料でございます。 

○８番（芝 照雄君） 

  いまいち理解できないんですけど、多分私が思うに、これ委託料なので旭川荘への

委託料かなと思ったんですけど、その辺、間違っていれば、また指摘していただけた

らと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  那須保健介護課長が答弁をいたします。 

○保健介護課長（那須周造君） 

  芝議員のおっしゃるとおり、管理料は、愛媛南指定管理料の中に含まれております。 

  以上です。 

○８番（芝 照雄君） 

  そしたら、５ページの３番の医業外収益の中の（２）他会計負担金、これ一般会計
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からの繰入れだろうと思うんですけど、これは毎年出されています。今の経営状況に

ついてお答えをしていただきたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  議員が言われるのは、多分この１億９,４００万が多いかどうかということなんで

しょうか。私、ちょっと分からないんですけども。 

○８番（芝 照雄君） 

  すみません。毎年２億近いお金を一般会計のほうから北宇和病院のほうへ繰入れを

させているんですけども、何年か前に県から町へ譲渡されたときに、１０億か、知ら

んけど、そういうお金がなくなってから、町からの繰入れで賄っている状況ですけど、

今後、こういう状態が続くのか、それとも何らかの改善点を見出して、せっかく先生

も１人増えたわけですから、何らかの診療科を増やすとか、そういうことをして、収

益に向けて、少しでもこの繰入金を少なくできるような対策は、町として考えておら

れるのか、町長の見解をお伺いしたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  御心配をいただいております。本当にありがたいことであります。 

  前の答弁で申し上げましたけども、各自治体においての行政といいますか、自治体

立の病院については、ほとんどが赤字であるというところがありまして、何とかそこ

の金額を下げたいなという思いはありまして、今ほどおっしゃいましたように、先生

を増やしたり、それから腎臓病に特化した先生を月に数回来ていただくということも

しております。 

  あと、旭川荘さんとの契約というものが１つ大前提なんですけども、その中で、前

から御指摘のあった医療機器、それから先生方、または先生方の住環境、それからそ

こで勤務をしていただいとる方々の勤務条件、そこら辺りもここ数年でなるべく効率

的に、また、仕事をしやすいような形で必要な部分については、整備、再整備をして

ほしいということを話をして、少し借金のほうもさせていただいて、機器の整備をし

とるという状況でございます。 

  １つの目安として、何とか２億まででできないかということを頑張っておるつもり

ではありますけども、ここ数年のコロナにおける、コロナの分の補助金もあったんで

すけども、それ以外の外来者数もやはり減少しておるという状況があって、本当に厳

しい状況があると、これまで以上の努力が必要だなというふうに考えております。御

理解いただきたいと思います。 

  以上です。 
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○議長（程内 覺君） 

  芝議員、了承ですか。 

○８番（芝 照雄君） 

  了承。 

○議長（程内 覺君） 

  よろしいですか。 

  ほか、質疑はありませんか。 

○４番（中山定則君） 

  決算書の２４ページに、平成４年度鬼北町病院事業報告書があるんですが、中ほど

で、「令和４年度においても、当プランに掲げた経営指標に係る数値目標等の見直し

を行い、経営の効率化に重点を置き、経営指標の数値目標を達成できるよう進めてま

いりました。来年度は、公立病院経営強化ガイドプランを踏まえ、持続可能な地域医

療提供体制を確保するための経営強化プランを策定いたします」とありますが、令和

４年度において、改革プラン、新改革プランのことなんですが、経営指標の数値目標

を見直したとあるんですが、どういう数値目標なのか、この決算書の中で表れてない

ようなんですが、どのような見直しを行ったかについてに説明をお願いします。 

  それと、今年度のことなんですが、この「公立病院経営強化ガイドラインを踏まえ」

とありますが、今までは「総務省が示した公立病院改革ガイドプランを踏まえ」とあ

ったんですが、それに代わるものなのか、この公立病院経営強化ガイドラインとは、

どういうものなのかの説明をお願いいたします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  那須保健介護課長が答弁をいたします。 

○保健介護課長（那須周造君） 

  この公立病院経営強化ガイドラインにつきましては、ちょうど今年度見直しとなっ

ております。それで、今現在策定中でございまして、このガイドプランにつきまして

は、議会の策定が完成しましたら、議会のほうにも報告させていただきたいというふ

うに考えておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

  以上です。 

  すみません。まず１番目のほうの質問でございますけど、経営の指標の数値目標に

つきましては、外来とか、入院とかの患者数が主な指標であるというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 
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○４番（中山定則君） 

  後刻でいいんですが、新改革プラン、令和４年度においての新改革プランの経営指

標についての資料を頂きたいと思います。 

  それと、答弁で、公立病院経営強化ガイドラインと公立病院改革ガイドラインは、

同じものなのか再度質問いたします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  那須保健介護課長が答弁をいたします。 

○保健介護課長（那須周造君） 

  公立病院の経営強化ガイドラインを踏まえて、鬼北町の町立北宇和病院の経営強化

プランを策定するということでございます。 

○議長（程内 覺君） 

  改革ガイドラインと強化ガイドの違いを聞かれたと思うんですが。 

○副町長（井上建司君） 

  公立病院については、国のほうから、５年に１回その計画を見直すようにというガ

イドラインが示されるわけでして、前回の公立病院改革ガイドラインから今年度新た

に、ここで言う来年度ですから、今年度ですけども、今年度このガイドラインを踏ま

えて強化プランを策定しなければならないというようなことに国のほうから指示が来

ておるということであります。 

  ガイドラインの内容については、細かい点、今から精査して見直すということです

ので、ここの場ではお答えできませんので、御了承いただきたいと思います。 

○議長（程内 覺君） 

  よろしいですか。 

○４番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 
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○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第７１号、令和４年度鬼北町病院事業会計決算の認定についてを採決

します。 

  本決算は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第７１号は原案のとおり認定されました。 

 

  日程第１３、議員の派遣についてを議題とします。 

  お諮りします。 

  議員の派遣については、お手元に配りました別紙のとおり派遣することにしたいと

思います。 

  御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議員の派遣については、お手元に配りました別紙のとおり派遣するこ

とに決定しました。 

  次に、お諮りします。 

  ただいま可決されました議員派遣の内容については、今後変更を要するときは、そ

の取扱いを議長に一任願いたいと思いますが、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議員派遣の内容に変更を要するときは、その取扱いについては議長に

一任することに決定をしました。 

 

  日程第１４、総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件についてから、

日程第１８、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件についてまで、以上５件を

一括議題にしたいと思います。 
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  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、日程第１４、総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件に

ついてから、日程第１８、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件についてまで、

以上５件を一括議題とすることに決定しました。 

  お手元に配付した写しのとおり、総務産業建設常任委員会委員長、厚生文教常任委

員会委員長、予算常任委員会委員長及び議会広報常任委員会委員長から、所管事務に

関する事項の継続調査申出書が提出され、議会運営委員会委員長からは、本会議の会

期日程等議会の運営に関する事項、議会の会議規則及び委員会条例等に関する事項、

並びに議長の諮問に関する事項についての継続調査申出書が提出されております。 

  いずれも鬼北町議会会議規則第７５条の規定により、閉会中もなお引き続き調査が

実施できるよう所要の事務手続を行うものです。 

  お諮りをします。 

  総務産業建設常任委員会委員長、厚生文教常任委員会委員長、予算常任委員会委員

長、議会広報常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長からの閉会中の継続審査申

出書については、これを申出のとおり許可することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、総務産業建設常任委員会委員長、厚生文教常任委員会委員長、予算常

任委員会委員長、議会広報常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長からの閉会中

の継続調査申出書のとおり許可することに決定をしました。 

  以上で本定例会の会議に付された事件は、全て議了しました。 

  ここで町長から閉会の挨拶があります。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  令和５年第３回鬼北町議会定例会に提案いたしておりました、全案件について、原

案のとおり議決いただき、誠にありがとうございました。 

  さて、前県議会議員の赤松泰伸先生が今月御逝去されました。赤松先生には、鬼北

町行政各般にわたり、お世話になったわけですが、特に北宇和病院の指定管理委託に

ついて、２回目の委託期間５か年の期限が切れる令和２年度末に向けて、協議が難航
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しかけたとき、当時の旭川荘理事長でいらした末光理事長と同じ愛光学園高校の御出

身であったことから、指定管理委託の再延長について、赤松先生自ら、松山、時には

岡山へ出向き交渉を何回も実施していただき、結果、先生の御功績もあり、現在の３

回目の委託期間、３か年の契約締結に至ったものであります。 

  継続が決まったとき、赤松先生とお酒を酌み交わした喜びの一夜を今でも記憶いた

しております。心から御冥福をお祈り申し上げます。 

  また、令和４年度決算につきましては、本日様々な貴重な御意見をいただきました。

さらに、町決算審査においても財政の健全化及び滞納整理で努力されたい、様々なプ

ロジェクトごとのストーリー、つまり起承転結を明確に描き、プロジェクトの成形物

を負債とならないよう、しっかりと資産として活用できるよう計画を進められたい。 

  特別会計では、地域医療の低下を防ぎ、経営努力されたい。公共浄化槽、農業集落

排水事業の滞納について極力解消に努めることなど、御意見をいただいたところであ

ります。 

  長期にわたる審査に対しまして、２名の監査委員に感謝申し上げますとともに、本

日、議会の御意見もしっかりと受け止め、行政執行に携わってまいりたいと考えてお

ります。 

  議員各位におかれましては、今後とも引き続き御支援と御協力をいただきますよう

お願い申し上げまして、令和５年第３回鬼北町議会定例会の閉会挨拶とさせていただ

きます。 

  ありがとうございました。 

○議長（程内 覺君） 

  これで本日の日程は、全部終了しました。 

  会議を閉じます。 

  令和５年第３回鬼北町議会定例会を閉会します。 

○副議長（末廣 啓君） 

  起立。 

  礼。 

 

（午前１０時５３分 閉会） 
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  地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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